












１．見直しの背景
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障害者福祉費の推移（一般会計）

▲ 約1.35倍に増加（R4→R7）

見直しを検討した主な理由

① 障害者福祉費が毎年度増加しており、財政への影響が大きくなっている

②
国・県の障害手当が拡充され、市独自の扶助料との重複給付が生じてい

る

③ 県内他市と比較して、市扶助料の支給対象・水準を見直す余地がある

④
障害者施策全体のバランスを保ちながら、持続可能な支援体制を構築す

る必要がある

市扶助料（R7当初）：2億3,072万円 ※障害者福祉費全体の約4.8%
• 令和4年度：35億8,838万円

• 令和5年度：39億9,106万円

• 令和6年度：43億3,946万円

• 令和7年度当初予算：48億5,207万円
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２．見直し内容
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適用開始：令和８年４月１日 ※激変緩和措置（２か年）あり

区分 月額（現行） 月額（改正後） 受給者見込 主な変更点 備考

重 度 4,000円
4,000円
（据え置き）

2,096人
→ 591人

国・県手当受給者を
対象外とする

中 度 3,000円
3,000円
（変更なし）

2,421人 変更なし

軽 度 2,000円 1,000円 1,802人 月額を半額に引き下げ
激変緩和

措置あり

財政効果（見込み）：約 9,357万円 の削減 【県内比較】 重度：同様の取扱いが他4市 ／ 軽度：17市町村が同様
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３．分科会での主な質疑・答弁
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分科会では、制度見直しの必要性だけでなく、生活への影響や説明責任について確認した。

Q 国と県の手当受給者数を市の扶助料の対象外とすることによっての影響をどのように考えているか。

A 現金支給が減ることの影響は少なからずありますが、障害が重度の方には、医療費の助成や障害年金などの社会保障制度がある。

Q重度と軽度障害者の方は減額されるが、中度の障害者の方を見直ししないのはなぜか。

A
福祉課の日々の業務を通して、障害が軽度の方には比較的自立した生活を送り、一般就労により収入を得ることができる方が多い
ように思われるため。

西尾市の改正案と同様の取扱いをしている県下の自治体はどのくらいあるか。

国か県の手当を受給する重度障害者を対象外としているのは4市で、 知立市、高浜市、新城市、稲沢市です。 軽度障害者を月額
1,000円にしているのは、県下の3分の1にあたる17市町村である。

改正条例が４月１日施行だと扶助料見直しの影響を受ける人への周知期間が短いと思うがどのようか。

そのために、障害者扶助料改正の影響を受ける方に対して、８年度は４分の３、９年度は３分の１の補助金を交付する２か年の激変緩
和措置を予定している。
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主要事業（新規）

つながりの輪サポートステーション（つなサポ）開設
担当：健康福祉部 福祉課

●事業費：8466万円（つながりの輪支えあい事業・生活困窮者自立支援事業等）

財源内訳 予算

国 4721万円

県 560万６千円

その他 1717万２千円

一般 1467万２千円

つなサポのロゴマーク

多様な分野のつながり
の輪から自立が芽生え
新しい一歩を踏み出す
姿をイメージしました。

●事業の目的：制度の狭間で複雑化・複合化した市民の生きづらさを丸ごと受け止めて支援する体制の
中核機関として市役所会議棟1階に官民連携の断らない相談窓口

「つながりの輪サポートステーション（通称：つなサポ）」を開
設し、つながりの輪支えあい事業（重層的支援体制整備事業）と生
活困窮者自立支援事業によるハートフルなセーフティーネットを既
存窓口とともに地域全体に広げ、誰一人取り残さないまちを目指す。



厚生環境委員会・分科会での主な質疑・回答
＜つながりの輪サポートステーション関係分＞

Ｑ：つながりの輪支えあい事業支援業務委託料1912万2千円の委託料の詳細は。
Ａ：①「大人の引きこもり支援」で委託料は930万円。
②「Ｋｏｋｏｒｏつながりサポート」で委託料は585万円。
➂「主に未就園の親子のこころほっとするスポット」で委託料は347万２千円。
④「市民ボランティアによる残置物処分」で委託料は50万円。

Ｑ：重層的支援体制整備事業交付金について、国の社会福祉費補助金の
重層交付金１億6312万円の内訳はどのようか。

Ａ：福祉課分は約6800万円で、重層事業の既存事業である障害者相談支援事業所
と地域活動支援センターの事業費対して約３千万円、「つなサポ」の事業費に対
して770万円、生活困窮支援の事業費に対して約3100万円になる。
長寿課分は約9500万円で、地域包括支援センター運営事業に対する約7400万円。
生活支援体制整備事業に対して約２千万円、地域介護予防活動支援事業費に対
して約117万円になる。

Ｑ：生活困窮者自立支援事業負担金の生活保護費等負担金から
社会福祉負担金に変更されているのはなぜか。

Ａ：４月から開設するつなサポが、重層事業と生活困窮者支援を
担うことにより生活困窮者支援事業の歳出予算を、これまでの
生活保護等費から社会福祉費に移したことから区分を変更した。

を



事業名 主な事業内容 事業費

➀大人のひきこもり支援 
（つながりルームらぽっと）

総合福祉センター３階の「つながりルームら ぽっと」を拠点に、８０５０など地域の潜在的ニーズが高い中 高年
世代のひきこもり者に対する幅広い支 援を目指す。 

930万円 

➁親子のこころがほっと
するスポット

児童発達支援施設で週 1 回、子育てに不安を抱える親子が気軽に利用できる 居場所を提供し、児童発達支
援の専門職が保護者の困り感に寄り添い適切な助言や情報 提供を行う。 （令和8年９月開始予定）

347万２千円 

➂多様なこどもたちのため
の生活・学習支援

生活困窮などの多様な生きづらさを抱える小中学生を対象に新規開業するカフェ（令和８年 ５月予定）で週２回、
座席の約半分の16席を開放して、午後４時学習支援（生活支援も含む）、午後 ５時からは子ども食堂として夕
食を提供。

702万４千円 

➃生活困窮者に対する食料
支援を通じた多様な居場
所づくり 

ネグレクトや不登校等の困難を抱えた子どもを委託先主催のこども食堂で受入れ アウトリーチを実践。フード
バンク利用者でひきこもり傾向の方には有償ボランテ ィアとして食糧支援の作業を手伝っても らい社会参加を
体験させる。

1100万円 

➄地域居住支援 
（居住支援法人）

住宅セーフティ ネット法による「居住支援法人」の県指定 を受ける予定の社会福祉協議会と市営住宅のサブ
リースをはじめとする多様な居住支援のあり方を検討、実践。

650万円

➅市民ボランティアによる
残置物処分 

生活困窮等により自分ではどうしても家屋や敷地内の不要な物を処分できない方 に対し、市民ボランティアの
清掃や片づけによる環境改善を行うとともに、排出され たゴミを適切に処理する。 

50万円 

➆Kokoroつながりサポート つなサポが訪問を必要だと判断した困難 ケースに、精神障がい者支援の専門職が同 行し当事者及び家族の
ニーズ把握や支援 方針の助言を行う。 

585万円

➇エンディングサポート 高齢者単身世帯の増加に伴い身寄りのな い方や身寄りがあっても頼れない方が自身亡き後の葬儀、納骨、家
財処分、行政への届出等住み慣れた地域で安心して最期 まで過ごすことができる死後事務支援。
（ 令和８年 10 月本格実施予定）

175万円
※長寿課予算

●事業の概要：つなサポは、多機関が協働して対応する困難事例の支援方針や役割分担を調整。
制度の狭間の多様な困りごとに対応できる支援の受け皿として以下の取り組みを
官民連携により行う。



明るい感じと落ち着いた感じの相談室

多言語に対応した案内

立ち寄り易いオープンスペースの窓口

誰一人取り残さないまちを目指して！

令和8年 4月1日
『つながりの輪サポートステーション』 オープン！




	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14

